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iはじめに
リカードウの理論体系はまず、三階級三分配分言語と Lて捉えられ、さらに新しい研究者らに
よって資本蓄積論と捉える解殺が提示された。
中村慶治氏は言う o
「リカァドゥ体系は、価値論にもとづく三持者級・三分配分論の静態および動態分析として捉え
られるのが通例である。このほとんど定説とも白すべきリカァドゥ把擦にたいして、吉津芳樹・
羽鳥卓也・富塚良三氏らは、それぞれこれを資本蓄積論の体系として把援する注目すべき成果
を提示された。本書はこの分析視角をリカァドゥ体系の生成過程のうちから実証することにつ
とめ、それが、すぐれて、資本蓄積の誘因たる一般的利潤率・資本蓄積の7アンドたる利潤の確
定を目的とする環論体系としてとらえられるべきゆえんをあきらかにするものである。この意
味において、リカァドゥ体系は、利潤という分配範罵の規定を焦点とする再生産=蓄積の体系
として特徴づけられるであろう。J(I) 
あるいは、羽鳥卓也氏は言う。
「リカードウの主著『経済学および課税の原理』に展開されている経済学の体系は、資本の蓄
積が賃銀労働者・資本家・地主の三階級の問への富の分配関係に対していかなる影響を及ぼす
か、またそれによって生ずる所得諸範鴎の変動が逆にその後の資本蓄積の進展に対してどのよ
うに反作用するかといった問題を解明することに中心課題を見出していた。」同
ここで問題としたいのは、リカードウにおけるその資本蓄積の内容である。というのは、リカ
ードウは資本蓄積=資本増大の方法を二つ提示しているからである。たとえば、賃金論の章で、
リカードウは次のように言う。
「資本は、一国の富のうち生産に使用される部分に他ならない。そLて、労働を実行するのに
必要な食物、衣服、道具、原料、機械、等から成っている。
資本は、その価値が増加するのと同時に分量が増加することもあろう。一国の食物と衣服に
対する追加が行われるのと同時に、その追加量を生産するのに以前よりも多くの労働がE要と
されることもあろう。その場合には、資本の分量が増加するだけでなく、価値も増加するだろう。
あるいは、資本は、その価値が増加することなく、場合によっては、その価値が実際に紛少し
ている間に、その分量が増加することもあろう。単に 国の食物と衣服に対する追加が行われ
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るだけでなく、その追加が機械の助力によって行なわれることもあろう。その場合、それらの物
を生廃するのに要する比例的労働量は少Lも増大することなく、絶対的に減少する場合すらあ
る。資本の全合計も、またどの一部分も、以前より大きな価値を持つことなく、実際には制値が
減少しているのに、資本の分量が培jJUすることもあろう。/3)(下線引用者、以下同様)
そして幾らか前提条件を変えつつも、第7章・外国貿易論ならびに第20章・「価値と富につい
て」など、q京理』で何度か同じタイプの議論が散見されるのである。基本となる賃金論の章では、
上記で見たように、リカードウは、資本を婚大させるには二つの方法があり、この二つの方法に
よって資本が増大し、蓄積元本が生成される、というように考えていた。そこで、第一に生産的
労働者の増大、それにもとづく劣等地耕作の進展による穀物価格の騰賞、それゆえ資本の分量
のみならず価値の騰賞する事態を想定している。第二は労働生産力の上昇。それゆえ資本は価
値が減少Lている時に分量が増大する。資本価値減少は、新生産方法による商品価値減少が既
存の商品(~資本)にまで波及するからである。
つまり、賃金論の章における資本増大の二つの方法とは、第一に生産的労働者の増大による
もの、第二に労働生産力の上昇によるものなのである。
後に詳Lく検証するが、外国貿易論の章でも二つの資本蓄積方法が示される。第一の方法は
収入の増加による蓄積元本の増大ニ外国の安い穀物の輸入による賃金率低下=利潤率騰貴に
もとづく生産的労働者の雇用、第二は労働生産力の全般的な改善による消費の物的不変・価値
的削減にもとづく蓄積である。つまり、賃金論の章と外国貿易論の章では、基本的に同じ議論が
展開されており、資本増大z 資本蓄積には、二つの方法があり、第一の方法が生産的労働者の増
大であり、第二の方法が労働生産力の増大であることがリカードウによって説明されている。
それゆえ、本稿で問題とするのは、第一の方法と第二の方法との椙13.:関係なのである。現実の
資本蓄積過程では、両者は個々バラパラに進展するのではなく、密接に関連しながら、進展する
ものとリカードウは考えていたはずだからである。その確たる証拠は、従来まったく引用され
てこなかったが、価値論の章にある。
ところが、従来の解釈は、リカードウにおける資本蓄積の第一の方法に偏りすぎていたよう
に思われる。そこでは、資本蓄積とは不生産的労働者の生康的労働者への転化による生産的労
働者の増大、あるいはよりリカードウ資本蓄積論の体系にとって本質的には、 ということ
は、人口増大z 劣等地耕作の進展との関連が明確になる議論という意味だが 未成年が成人
になることによる生産的労働者の増大、つまり未成年が成人になり労働者として家族をやしな
う賃金が支給されるようになると、家庭の喜びは大きいから人口増大が起き食料需要の増大は
劣等地耕作を進展させ、穀物価格の跨貴を生み、地代を増大させるが、同時に賃金を上昇させる
ことで利潤を減少させ、ひいては利潤率を下洛させるので、資本蓄積が滞り、経済の発展はプレ
ーキをかけられる。そうならないために政策と Lて必要なのは海外からの安い穀物の輸入であ
った。その議論自体は、リカ」ドウの時論に対する明確なポジションを示L、資本蓄積論として
の最重要な議論の一つなのは間違いない。
しかし、それでリカードウ資本蓄積論に関する向題が全て解決したのではない。なぜなら、リ
カードウ自身は第二の方法での蓄積こそ、より票ましいと再三明言しているのであり、そこに
は看過できない問題が潜んでいるはずだからである。第二の方法とは、労働生産力の全般的な
改善であり、それにもとづく資本の増大が蓄積元本を生み出す、という議論である。もしかする
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と、この第二の方法がまじめに取り上げられてこなかったのは、たとえば、リカ」ドウ研究者ら
が次のように考えているためかもしれない。すなわち、生産力の増大を生み出す技術革新は外
生的なものである。リカードウは経済学の原頭として、資本蓄積の進行による分配分の変化を
内生的に迫っていき、それが・国民経済にどのような影響を与えて行くのか、それを問題とし
ているのであり、経済システムの符外の外!生的なものである技術革新は確かに望ましいとして
も、『緩済学原理』の対象とはなり得ない。一民民綬済にとって主重要なのは論を待たないが、外生
的条件であるがゆえに排除したのだと o
しかし、筆者はそう考えることに疑問を持つ。なぜなら、リカードウが問題とする生産力の増
大=資本の増大=蓄積元本の生成は、全般的口社会的なものだからである。この全般的・社会的
生産力の改善は、内生的条件の繋備なLには起こり得ない事であり、その条件の整備によって
どの程度、外生的技術革新が進むかは規定できないが、蓋然的には市場の拡大、資本の再編によ
って、社会的生産力の改善が生まれるものと考えられるのである。つまり、リカードウは資本主
義経済発艇のヴィジョンとして、一定の資本蓄積を前提としての市場を通しての、資本の再編
=社会的分業の進展ということに労働生産力の社会的改善というストーリーを見ていた、とい
うことカまできる。
本稿執筆の動機はそのあたりの事情を明確にする事である。
1.資本価値の増大
第7章外国貿易論で、リカードウは、資本蓄積の方法は2つあるという。
「資本が蓄積されうる方法は2つある。それは収入の増大か、消費の減少か、どちらかの結果
として貯蓄されうる。もしも私の支出が引き続き同じであるのに、私の割j閣が1000ポンドから
1200ポンドに引き上げられるならば、私は以前よりも年々 200ポンド多くを蓄積する。もしも
私の利潤が引き続き同じであるのに、私が支出の中から200ポンドを貯蓄するならば、同じ効
果が生み出されるだろう。・利潤が20%から40%に引き上げられたとき 彼はその資本に対
する2日%の利潤のかわりに、40%の利潤を獲得するだろう。だが、もしも彼の収入の支出対象
であった全商品が安くなったため、彼および他の消費者が以前支出していた1000ポンドごと
に、その中から初0ポンドの価値を貯蓄できるとすれば、彼らは一層効果的にその国の真の富
を増加させるであろう。一方の場合には、貯蓄は収入の増加の結果として行われ、他方の場合に
は、支出の減少の結果として行われるであろう。
もしも、機械の採用によって、収入の支出対象であった商品の大部分の価傾が20%下落す
るならば、私は私の収入が20%引き上げられた場合と同じく効果的に貯蓄することができる
だろう。」仙
リカードウによると、資本蓄積には二つの方法がある。収入の増大と、消費の削減である。第
一の収入増大の前提は、利潤率の騰貴であった。ここでは、リカードウは安い外国産穀物の輸入
(あるいは、農業における技術革新)によって、賃金率が下がり、利潤の増大かっ利潤率の上昇に
より、蓄積元本が増え、蓄積を増大させることを念頭においている。
第二の方法は全般的生産力の増大である。
「もしも彼の収入の支出対象であった全商品が安くなったためJ
あるいは
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「収入の支出対象であった商品の大部分の…F落」
という文章から明らかだが、一産業部門ではなく、これは労働生産力の社会的改善である。す
なわち、従来消費していたすべて、あるいは大多数の商品について物的数量がより少ない価値
でまかなえるので、消費の価値的減少によって蓄積元本を捻tlする方法である。
重要なのは、リカードウの政策論的主張の限目である自由貿易にもとづく安い外国産穀物の
輸入、それゆえ利減の増大=利潤率の上昇にもとづく資本蓄積である第一の方法よりも、第二
の方法こそ、望ましいと考えていることである。
同様の議論を実は「第20章価値と富、両者を区別する特性」でも、明示的にリカードウは述べ
ている。ここでは、リカードウは富を増大させる二つの方法を論じている。リカードウにとって
の資本は「一国の富のうち生産に使用される部分であって、富と同じ方法で増加させることが
できるjのであるから、この章で論じている富を増大させる二つの方法は実質的には、資本を増
大させる二つの方法と同じ議論である。この章における富(資本)を増大させる第一の方法は、
外国貿易の章と同じく、収入からの蓄積である。第二の方法は、労働生産力の全般的な改善であ
る。なぜ第二の方法が取られるべきか、リカードウは言う。
「後者の方法が選好されなければならない。なぜなら、この方法は、第一の方法に伴わざるを
得ない享楽品の欠乏や江主少を引き起こさずに同ーの効果を生ずるからであるoJ削
第一の方法と第二の方法では、なにが違ってくるのか見てみよう o
第一の方法による資本の増大とは、収入からの蓄積であった。自由貿易により、外国産の安い穀
物が国内に入札賃金率の下落が利潤の増大、さらには利潤率の上昇を引き起こす訳であった。
このとき、蓄積により資本側値増大、翰入された安い穀物により労働の自然価格 F落、となって
いる。つまり、労働の自然価格<労働の市場価格である。労働者は豊かな生活を手にするだろう
か。答は、NOである。なぜなら、「享楽品」の生産量は不変なので、労働者は自然価格以上の賃金
を受け取ったとしても、もう A方の階級である資本家の享楽品に対する需要も不変なので、享
楽品の価格が上昇してしまい、資金に余裕のない労働者は享楽品を消費できない由主あるいは
できたとしても非常にわずかなものとなることだろう o
ところで、第二の方法による労働生康力の全般的改善にもとづく資本の増大ではどうなるの
か。まず、資本家の消費の削減にもとづく資本価値増大生産力の社会的上昇にもとづく労働の
自然価格下港、それゆえ労働の自然価格く労働の市場価格となっている。このとき、労働者階級
は享楽品を手に入れることができるだろうか。答は、YESである。生産力の社会的上昇によって、
享楽品の物量は増大している。資本家は価績が減少した享楽品を以前と同じ数量消費するが、
それ以上ではない。享楽品の購入から浮いた価値は蓄積にまわしたからである。それゆえ、自然
価格以上の賃金を手にする労働者階級は、このとき享楽品を手に入れることができるようにな
るのである。したがって、「第二の方法が選好されるべきである」とリカードウは言う。
この「選好されるべき」というリカードウ自身の言い方は、賃金論における次の議論を思い起
こさせる。なぜなら、あるべき理想をリカードウは次のように言うからである。
「人類の友が厚長わないではいられないのは、すべての困で労働持者紋が安楽品や享楽品に対する
晴好を持ち、それらのものを入手しようとする彼らの努力があらゆる合法的手段によって刺激
されることである。過剰人口を防ぐには、これにまさる保俸はあり得ない。労働者階級が最小の
欲望Lか持たず、最も安い食物で満足Lている国々では、人民は最も酷い浮沈と困窮にさらさ
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れている。彼らには災難からの避難所がない。彼らは一段と低い地位の中に安全を求めること
ができない。彼らの地位はすでに非常に低いので、もうそれ以下に落ちるわけにいかない。彼ら
の主婆な生活物資がどれほど不足した場合でも、彼らの利用できる代替品はほとんどない。そ
こで、彼らにとっての欠乏は飢健から生じるほとんどすべての害悪をともなうのである。」削
以上から、リカ}ドウが第二の方法、全般的労働生産力の上昇を、外国産穀物の翰入よりも、
望ましい結果を生むと考えていたことが明確になったと言えよう。
ただ、反論が考えられる。全般的、それゆえ社会的生産力の上昇など仮設的な議論として、提
示されたにすぎないと考えることもできるからである。しかし、そうではない。リカードウにと
って、資本蓄積との関連で提示される社会的生産力の全般的上昇は仮設的なものではなく、資
本主義発展の一つのプロセスなのである。
「資本は、一国の富(ニウエルス)のうちの将来の生産のために使用される部分であって、富
(ニウエルス)と同じ方法で増加させることができる。追加資本は、それが熟練および機械の改
善から得られようと(=第二の方法による資本蓄積)、より多くの収入を再生産のために使用す
る(=第一の方法による資本蓄積)ことから得られようと、閉じように将来の富ニウエルスの生
産において有効であろう。/7)(カッコ内引用者)
ここでは、先に明らかにしたことだが、資本蓄積は第一の方法である生産的労働者の増加に
よるよりも、第二の方法である社会的生産力の全般的 k昇による方が、望ましいことが明言さ
れている。
では、リカードウにおける社会的生康力の全般的上昇とは、何を意味するのか考える必要が
あるだろう。そこで注目するのは、上記引用文中の傍線部分であり、追加資本が「熟練および機
械の改善」から得られるという文章である。これはI珂かに、スミスの分業論におけるある文章を
想起せしめる。すなわち、
「労働の生産諸カにおける最大の改善が行われるのは・・・分業の結果である。J(8)
という主張であり、さらには、分業がなぜ、生産諸力を向上させるのか、スミスは言う o
「分業の結果として、同一人数の人々がなLうる仕事量がこのように大増加するのは、三つの
異なる事情、第 lに…職人の技巧の増進、第2に…時間の節約、第3に…多数の機械の発明に由
来する。/到
リカードウは上記の文章を記すとき、スミスの分業論を念頭においていたことはまず、まち
がいないと恩われる。ということは、リカードウが資本増大の第二の方法と Lて推奨している
労働生産諸力の改善とは、それゆえ分業のことだといいうるのである。個別一産業部門におけ
る生産力の改善よりもむしろ、社会的分業の推進が各産業の再編を促L、とりわけ生産財産業
を確立するなかで、「熟練」が増進し、「多くの機械が発明され」改善され、社会的規模での労働生
産力の改善が生まれる。それがもっとも望まLい資本蓄積元本の生成であるとリカードウは考
えていたのである。
1 資本蓄積と労働生産力
次に価値論の章における議論に注目Lたい。リカ」ドウは価値論では、スミスを批判し、資本
蓄積後の社会でも、労働価値論の貫徹を証明したいと考えていた。それゆえ、商品価値はそれを
生産するのに投下された労働量によって規定され、労働力の価績はそれを再生産するのに必要
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とされる諸商品の生産に要する労働量によって規定されるから、利潤は賃金の低下による以外
騰貴し得ない、ということがリカードウの証明したかったことである。では、いかにして、リカ
ードウはそれを証明するか。
まず、スミスの言う初期未聞社会から話をはじめる。そこではリカードウはすでに資本(~道
具)が存在したと述べ、資本導入後も労働価値論は貫徹することを述べて行しそうして、次に
もっぱら道具を生産する部門が生まれた状態、さらには「社会の職業の範囲が拡大」された状態、
そLて「一層進歩が遂げられ、技術と商業が繁栄Lている状態」を示している。それらのもとで
も、商品の価値はその生産に直接間接に要した労働量であることが説明される。すなわち、社会
の発厳した状態でも、諸商品の価値は分業されたさまざまな労働の合計になっているにすぎな
い。逆に言えば、一人一人が個々別々に分離して労働することではなくて、労働が分寄lされかっ
市場を通して結合されることによって、つまり社会的分業によって社会は大きく繁栄すると捉
えらnている。
こうして、リカ」ドウは社会の発展を分業の進展と捉える。その分業は社会的分業である。分
業の進展が労働生産力を上昇させて行く。そのとき、梅品は分業労働の産物であり、その分業が
進めば進むほど、生産力は上昇しているのである。リカードウが見るのは一貫して、この社会的
分業にもとづく労働生産力の上昇であり、それにもとづく相会の発展である。もちろん、その社
会的分業が進展するには、その前提として、それぞれの発展段階に対応した資本の蓄積が不可
欠であり、それが市場を通して再編されることで、社会的分業が生まれ、とりわけ生産財生産部
門が確立し、労働生産力が全般的に改善されて行く。
リカードウはそこを労働生廃力の発展として単線的に見るので、換言すれば質的な転化を考
えないので、社会的分業が進み社会が繁栄し、さまざまな産業部門が生まれ、流動資本と回定資
本の比率についてさまざまな状態が生まれれば、投下労働価値論にもとづく賃金・利潤栢反論
はその証明に苦戦することにもなる。
リカードウは第l章3節で、資本蓄積によって、職業分化がどう進むか、論じているので、その
議論を一つ一つ見てみよう。
①「初期未聞社会」
ここでは、スミスが『国富論』第I篇第6章で規定した「初期未聞社会Jと同じように、リカード
ウの「初期未聞社会Jにおいても、資本・賃労働という階級分割はなく労働全収の状態である。た
だし、スミスとリカードウの両者の「初期未隠社会」には、違いもある。リカードウの「初期未開
の社会」では、資本ニ道具は存在するからである。「アダムスミスが言及Lているかの初期状態
においても、猟師が彼の猟獣を仕留める事を可能にするためには、乏盆盆良身によって作られ
蓄積されたものであろうが、若干の資本が必要だろう。/叫
また、この社会状態は、1821年7月4日付けトラワ宛て書簡によって、さらにその内容を知る
事ができる。
「もし商品の交換ということがなければ、商品が価値を持つ事はあり得ない、と君はおっしゃ
る。もし、交換価値の事を言っておられるとすれば、私も賛成です。しかし、もし、私が一着の上
着を作るのに丸一ヵ月の労働を費やさねばならないとし、他方ー傾の帽子を作るのにはわずか
一週間の労働で足りるとすれば、私がそのどちらも決して交換しないとしても、 k着は帽子の
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4倍の!耐値を持っているでしょう oそれでもし泥棒が私の家に入って、私の財産の一部を盗む
とすれば、私は彼が一着の上着よりも、むしろ3個の帽子を持って行くことを望むでしょう。商
品の価値が極めて固有な仕方でその海品の生産に必要な労働量によって評価されるのは、社会
竺塑塑墜匿金交換がほとんど行われていない時で、これはアダムスミスが述べたとおりです。」
01l 
上記に見られるように、リカードウは「初期未開社会Jでは交換がほとんど行なわれておらず、
自給が主で、剰余生産物が市場で交換されるに過ぎない状態と考えている。つまり、「初期未聞
社会」は、交換の未発達な状態であり、市場の大きさがごく限定的な状態である。
しかし、そんな状態・社会の中からも、資本(~生産財)の蓄積が徐々に生まれるだろう。
②生産財生産が独立した状態
リカードウはこの状態を「ビーヴァと艇を仕留めるのに必要なすべての器具は一つの階級の
人々に属し、そしてこれらの動物の捕獲に使用される労働は他の階級によって提供されること
があるだろう/叫と述べる。道具(生産財)~資本による労働生産力の発展は、資本の蓄積を河
能ならしめる。もし仮に、道具の自家生産が 10時間を必要とし、生産慰部門における道呉の生
産が5時筒を必要とするにすぎないなら、自家生産はI上み、その分生産財生産部門で生産され
る道具を購入することになる。道具を自家生産していた資本、つまり道具を自家生産するため
の労働者を雇用Lていた生活必需品ならびに便宜品はこの部門では必要なくなる。一方、道具
の購入が増大したため、生産財生産部門は資本を拡大する必要から、それら労働者の一部ある
いはすべてを生産財生産部門で新たに雇用することになる。この部門で雇用されなかった労働
者は、彼らを雇用した資本自体(~生活必需品ならびの便宜品)は存在しており、またかつて道
具を自家生産Lていた部門は道具を作るより安く道具を購入可能になりその分i収入が浮くの
で消費か、蓄積を培大させるので、どこか他の部門で雇用されるとリカードウは考える。すなわ
ち、資本は利潤率が一定であってさえ、自家生産より生産性の高い生産財生産部門が確立すれ
ば、自家生産から生産財生産部門その他へ資本が移動する。こうして市場を通して、資本が再編
成されるのである。つまり、生産財産業の確立は、市場を通して資本を再編成し、社会的分業を
推進することにより、生産力を飛躍的に上昇させるのである。
③「社会の職業の範囲が拡大」された状態
さらなる資本の蓄積を前提に、社会的分業が進み、「ある者は漁労に必要な丸木舟と釣り道具
を供給し、他の者は種子と農業ではじめて使用される粗末な機械を供給/】沿し、職業範囲が拡
大する。この社会的分業は市場を過して資本を再編成し、生産力を大きく上昇させるだろう。
④r _<層の進歩が遂げられ、技術と商業が繁栄している社会状態」
「一層の進歩が成し遂げられ」ということは資本蓄積がさらに進展しということであり、その
蓄積が一定程度の高さになるとJ技術Jと「商業」が繁栄し、市場は拡大している。ここでは、社
会的分業が進展しており、生産力は飛躍的に上昇しており、担会は繁栄している。そのような状
態では、市場の拡大二社会的分業の進展に基づき、さまざまな労働が広範に結合されている。靴
下を考えてみても、「原綿を栽培する土地を耕作するのに必要な労働Jがあり、「綿花を靴下の製
造国へ運搬する労働Jがあり、そのなかには「綿花を運搬する船舶の建造に投下された労働jの
一部が含まれる。さらに「紡績工と織布工の労働」がある。また、「靴下の製造を補助する建物や
機械を建造した技師、鍛冶工および大工の労働の一部」がある。そして「小売商Jその他もろもろ
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の労働が社会的に結合されている。
資本蓄積が一定の高さに達すると、市場を通しての資本の再編=社会的分業が進展しそのた
め「技術が…繁栄しJ労働生産力が全般的に上昇して、「商業Jニ市場が大きく拡大している。つ
まり、このような社会的分業の進展は靴Fのみならず、あらゆる部門で市場を通しての資本の
再編=社会的分業を生み出し、それぞれの技術や熟練が栴互に影響し合い、生産力を全般的に
上昇させる。あるいはまた、社会的分業の進展は生康財生産部門を確立し、たとえば船などの運
搬手段、鉄などの素材、エネルギー、他方面にその技術が応用可能な機械などを専門に生産する
部門を生み出し、この部門の生廃位の上昇は、社会全体に影響を及ぼすoつまり、社会的生産力
の全般的上昇である。
秘潤率が一定の高さにありさえすれば、資本蓄積はさらに進展して、市場の拡大と社会的分
業の拡大・深化が生まれ、労働生産力は飛躍的に向上し、商品経済は拡大される。社会的生産力
の全般的な改善によって、商品の豊富は労働大衆まで浸透する。商品経済の発展=豊かさの深
化・浸透とともにその無制限の拡大をリカードウは考える。
潜在欲求の無限を前提にして。
「ある人々はも Lもぶどう}習を取得する能力を持つならば、そのより多量を消費するであろ
う。ぶどう酒を十分に持っている他の人々は彼らの家具の分量を増加させるか、あるいはその
品質を改善したいと思うであろう。他の人々は彼らの庭園を飾るか、あるいは彼らの住宅を広
げたいと思うかもしれない。これらすべてをあるいはその若干を実行したいという願望は、あ
らゆる人の胸中に植えつけられている。必要なのはただ資力だけである。そしてこの資力を与
えることができるのは、ただ生産の増加だけである。もしも私が食物と必需品を自由になしう
るならば、私はまもなく、私にもっとも役立つか、あるいはもっとも望ましいものの若干を所有
させてくれる労働者に事欠かなくなるであろう。J(14) 
商品経済の発展はこの「願望」実現のプロセスである。広い住宅、高級家具、庭園、ぶどうi雷、絹
製品、ビロード、その他もろもろの物質に対する人間の顔望には限界がない、とリカードウはみ
る。必要なのは、その物質を作りだすために必要な資力だけである。この資力は、労働と資本か
らなる。潜在瀬望は無限だが、資力が足りない。商品経済の発展ニ資本蓄積と社会的分業の進展
は市場の拡大=最富な商品を実現して来た。「人間の胃の脇を満たすJのには、「一定の資本量で
充分である」が、人聞は者修を追い求めて、物質的豊かさを享受するため進んで行く。そして、そ
れは非難されるべきではなくJあらゆる合法的手段によってJさえ推奨されるべきことである
し、慣習は変化して行き、ある時点での春移も生活必需品になって行く。
また、生活必需品とは異なり、ある時点での享楽品は「浮沈と閤窮…からの避難所Jとして捉
えられており、生活吠態の悪化はこれら享楽品の消費を制限することになり、労働者の境遇は
以前より下がるとはいえ、家族を養うに必要な生活必需品と慣習から必要になっている便宜品
はまちがいなく入手可能なのである。
⑤富源の終意
「退歩的状態は常に社会の不自然な状態である。人聞は青年から成長して壮年になり、ついで
老衰して死亡する。しかし、諸国民の歩みはこのようなものではない。なるほど、ひとたび最大
の活力ある状態に到達した時には、それ以上の進歩ははばまれるだろうが、しかし、幾世代にも
わたってその自然的傾向はその寓と人口を減らさずに維持してゆくだろう。J{I5} 
リカードウにおける資本蓄積と労働生産力
、Ricardoon Capital Accumulation and Productive Power of Labour" 
日
商品綬演の発展ニ人間の物質的欲望の成就、その先に「富源の終駕Jがある。リカードウによ
ればJ富i原の終意」が濃かな社会と捉えられていることが、上記の引用から分かるだろう。人間
の胸中にある願望の成就を果して来た社会ではあっても、リカードウはそれは健全な発展に過
ぎず、「富源の終意J=自然の限界は造物主が設定した限界であるから、人間がそれ以上の発展
を望むことは不可能であるが、到達した発展の豊かさは「幾世代にもわたって、その自然的傾向
はその富と人口を減らさずに維持してゆくだろう」と断言するほどに、リカードウは社会にお
ける物質文明の迫求の健全さに自信を持っていたo
以上まとめると、資本増加の2つの方法として、生産的労働の増加と労働生産力の上昇という
2つの方法をリカードウは措定した。それらは理論的には区別される2つの方法だが、現実の社
会発展のプロセスでは相互に関連し合い、社会を豊かにして行く原動力となるのであった。資
本蓄積が進展して社会的分業が進み、生産財産業が広範に確立し発展した初会は「大製造業閏J
となりJ大資本が機械に投下されている富裕で強力な閑々」となるのである。
それは富i原の終王寺まで続くが、利i筒率の低下により、資本蓄積の進展そのものが阻まれると、
市場を通しての資本の再編もまた、終鳶を迎え、新たな社会的分業が生まれる余地がなくなる。
社会的分業によって細分化された各産業の中での技術革新は散発的には生まれるかもしれな
いが、職業分化として生産財産業が確立して社会的な生産力の全般的改善を促すような市場全
体を巻き込む革新は消える。
こうして、発展を続けてきた資本主義社会は生産的労働者の増加を阻まれるのみならず、社
会的労働生産性の向上への道も阻まれ、それ以上の発展は得られない、定常状態に陥るのであ
る。
IVおわりに
スミスは悶富論の序論で、一国の豊かさの原因を2つあげ、第一に労働生産力の改善、第二に
生産的労働者の割合をあげ、第一の労働生産力の改善こそ A 国の豊かさにとって最重要である
ことを述べ、それを第1篇の主題と Lている。そこでは、労働生産諮力の改善は、分業によっても
たらされることが述べられる。第二の生産的労働者の割合については、第2編の資本蓄積論で扱
われる。
スミスは分業論において、農業より工業の方が分業に適しており、生産性の向上は工業の方
が有利であると述べる。ところが、資本蓄積論を扱う第2編では、農業投資が最も有利であると
述べ、スミスは分業論と資本蓄積論では分裂していると言わざるを得ない。
リカードウはスミス資本蓄積論を批判し、投下労働価値論にもとづき、地代の本質を分析し、
地代が蓄積元本たりえないことを明らかにした。そう Lて蓄積動機を利潤率として一般化し、
農業投資の優位性を否定Lた。(16)ここにおいて、リカ ドウは資本蓄積元本としての利潤と、
蓄積動機としての利潤率を確定する環論を提示Lた。
リカードウにあっては、蓄積動機たる利潤率は市場で平均化され、一般的事i潤率が成立する
メカニズムが資本の流出入から説かれた。ここで、各産業はただ等しい利潤率を成立させるも
のとして同等の扱いを受けることになった。
しかし、リカードウはスミスから分業論を受け継ぎ、資本蓄積が一定の高さに達すれば、その
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段階ごとに資本の再編=社会的分業の起こることを見て取っていた。その社会的分業はスミス
が言うように、工業でより有利に行われるのであり、農業ではその性質上、分業があまり逃まな
いことは自明のことであった。それゆえ、社会的分業は工業でより多く進展し、とりわけ生産財
産業を独立させていくのであった。こうして、相会的分業によって、社会的生産力が全般的に上
昇を見るのであった。
ここで、リカードウは資本主義社会が近代工業化社会としての方向性を持つことを明らかに
した。「大製造業国は・大資本が機械に投下されている富総で強力な国」なのであった。こうし
てリカードウはスミスの分業論と資本蓄積論とを批判的に摂取しダイナミックに統合し、資本
主義社会の未来像を示した。資本主義社会の未来は、寝源の終震という資本蓄積がやみ、それゆ
え社会的分業という資本の再編を生みえなくなる定常状態までは、工業化社会という方向性を
示し、社会的分業にもとづく社会的生産力の全般的改善のため、労働者階級の消費生活を著し
く改善するのであった。
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